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果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
施
設
で
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て

学
習
す
る
場
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
日
目
は
長
野
県
小
布
施

町
、
財
団
法
人
小
布
施
町
振

興
公
社
６
次
産
業
セ
ン
タ
ー

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
地
域
が
元
気

に
な
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

創
り
を
目
標
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
農
業
が
食
料
品
の

原
料
の
み
提
供
す
る
１
次
産

業
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
食

品
加
工
（
２
次
産
業
）
や
販

売
・
情
報
・
観
光
（
３
次
産

業
）
へ
も
積
極
的
に
乗
り
出

し
、
付
加
価
値
と
雇
用
の
場

を
創
り
出
す
こ
と
を
目
指
し

た
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
利
用
が
小
布
施
町
を
訪
れ

る
人
々
へ
の
特
産
物
の
観
光

情
報
の
発
信
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
だ
歴
史
と
文
化
を
活
か

し
、
６
次
産
業
を
上
手
に
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
全
国

的
に
注
目
を
集
め
、
年
間
１

２
０
万
を
超
え
る
人
々
が
小

布
施
町
を
訪
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

鳩
山
町
の
全
町
公
園
化
・

遊
休
地
活
用
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
取
り
込
む
べ
き
施

策
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
日
坂
）

10
月
７
日
茨
城
県
石
岡
市

の
瓦
塚
窯
跡
遺
跡
を
、
10
月

８
日
に
長
野
県
軽
井
沢
町
の

保
健
福
祉
総
合
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。

石
岡
市
・
瓦
塚
窯
跡
群
は

天
平
13
年
（
７
４
１
年
）
現

在
の
石
岡
市
国
府
周
辺
に
国

府
尼
寺
を
建
立
す
る
と
き
に

屋
根
に
使
う
瓦
類
を
製
造
し

た
窯
跡
で
す
。

土
地
が
粘
土
質
の
た
め
、

窯
の
構
造
は
山
地
を
く
り
抜

い
て
造
ら
れ
た
「
地
下
式
有

段
登
り
窯
」
と
判
明
し
、
焼

成
部
は
５
段
に
造
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
12
年
に
茨
城
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
「
布
目
瓦
」
と
呼
ば
れ

る
多
く
の
瓦
類
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。「
瓦
塚
保
存
会
」

が
組
織
さ
れ
、
活
躍
に
よ
り

本
年
ま
で
に
34
基
が
発
見
、

全
国
的
に
最
大
級
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
当
町
に
お
い
て
も
、

国
分
寺
瓦
関
係
の
国
指
定
化

に
向
け
て
多
い
に
参
考
に
す

べ
き
点
を
感
じ
ま
し
た
。

軽
井
沢
町
の
保
健
福
祉
総

合
施
設
は
、
自
然
の
中
で
優

し
さ
と
温
も
り
を
感
じ
る

「
木
も
れ
日
」
を
感
じ
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
「
里
」

の
よ
う
な
場
所
を
『
木

も
れ
陽
の
里
』
と
名
付

け
保
健
と
福
祉
の
拠
点

を
目
指
し
、
平
成
19
年

に
開
館
し
ま
し
た
。

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
２
階
建
、

延
面
積
５
７
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
内
部
は
保

健
予
防
部
門
・
障
害
者

支
援
部
門
・
高
齢
者
生

活
支
援
部
門
・
健
康
増

進
部
門
な
ど
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
更
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
水
中
運
動
室
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
浴
室

な
ど
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ

れ
複
合
施
設
と
し
て
確

立
さ
れ
て
お
り
、
利
用

者
は
60
歳
代
が
多
く
町

内
巡
回
バ
ス
の
利
用
が

多
い
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
当
町
内
に
於
い

て
も
複
合
施
設
の
開
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
立
地
・
規
模
・
利

用
方
法
な
ど
を
充
分
に
検
討

し
て
鳩
山
町
に
最
適
と
思
わ

れ
る
施
設
を
考
え
て
進
む
べ

き
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
田
中
）

初
日
は
山
梨
県
内
の
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
つ
い
て

視
察
を
し
ま
し
た
。
都
留
市

役
所
前
に
設
置
し
た
家
中
川

（
か
ち
ゅ
う
が
わ
）
小
水
力

発
電
所
「
元
気
く
ん
１
号
」

を
は
じ
め
「
エ
コ
ハ
ウ
ス

（
21
世
紀
環
境
共
生
住
宅
）」

な
ど
、
エ
コ
の
取
組
み
を
実

感
で
き
る
施
設
で
し
た
。

次
い
で
、
甲
府
市
の
米
倉

山
太
陽
光
発
電
所
と
Ｐ
Ｒ
施

設
「
ゆ
め
ソ
ー
ラ
ー
館
や
ま

な
し
」
に
て
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
米
倉
山
太
陽
光

発
電
所
は
山
梨
県
と
東
京
電

力
が
共
同
で
建
設
し
た
施
設

で
す
。
山
梨
県
が
用
地
を
提

供
し
、
東
京
電
力
が
太
陽
光

発
電
所
を
建
築
し
、
運
転
・

保
守
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
家
庭
３
４
０
０
軒
分
の

年
間
使
用
電
力
量
に
相
当
す

る
１
２
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

ア
ワ
ー
の
電
力
を
一
年
間
に

生
み
出
し
、
５
１
０
０
ト
ン

の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
効
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長野県小布施町 ６次産業センター前

瓦
塚
窯
跡
遺
跡
の
説
明
を
受
け
る

『
木
も
れ
陽
の
里
』
施
設
内

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会


